
Ｒ
Ｅ
Ｆ
第
七
期 

中
間
活
動
報
告
会
が
令
和
元
年
二

月
二
十
九
日
（
土
）
に
福
井
繊
協
力
ビ
ル
八
〇
二
号
会

議
室
で
行
わ
れ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
に

よ
り
世
間
で
は
暗
然
た
る
ム
ー
ド
が
立
ち
込
め
て
い

た
中
で
は
あ
っ
た
が
、
当
日
は
多
く
の
参
加
者
が
集
ま

っ
た
。 

開
会
の
挨
拶
が
加
藤
哲
男
理
事
長
よ
り
行
わ
れ
、
続

い
て
、
『
県
境
道
路
分
科
会
』
、
『
地
象
分
科
会
』
、

『
水
分
科
会
』
、
『
交
通
分
科
会
』
、
『
道
路
安
全
分

科
会
』
の
順
に
、
各
分
科
会
に
よ
る
発
表
と
講
評
が
行

わ
れ
た
。
そ
の
後
に
、
加
藤
哲
男
理
事
長
に
よ
る
総
評

が
行
わ
れ
た
。 

そ
の
後
川
本
義
海
理
事
に
よ
る
新
入
会
員
紹
介
及

び
会
員
等
異
動
報
告
が
行
わ
れ
、
宮
本
好
昭
副
理
事
長

に
よ
る
閉
会
の
挨
拶
を
も
っ
て
、
中
間
活
動
報
告
会
は

終
了
し
た
。 

中
間
活
動
報
告
会
終
了
後
は
、
同
ビ
ル
に
あ
る
ア
ル

カ
ン
シ
ェ
ル
に
て
交
流
会
が
行
わ
れ
た
。
交
流
会
は
終

始
和
や
か
な
雰
囲
気
で
行
わ
れ
、
参
加
者
は
ビ
ー
ル
片

手
に
交
流
を
深
め
合
っ
た
。 
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第 14 号 

    News (通算 161 号) 

【
県
境
道
路
分
科
会
】 

発
表 

橋
本 

拓
己 

    
 

 

講
評 

橋
本 

栄
治  

「
関
係
人
口
、
県
境
を
越
え
て
行
き
交
う
人
々
」 

  

総
務
省
で
は
平
成
三
十
年
度
に
「
関
係
人
口
創
出

事
業
」
を
、
翌
年
に
は
「
関
係
人
口
創
出
・
拡
大
事

業
」
を
実
施
し
、
国
民
が
関
係
人
口
と
し
て
地
域
と

継
続
的
な
つ
な
が
り
を
も
つ
機
会
・
き
っ
か
け
を
提

供
す
る
地
方
公
共
団
体
を
支
援
し
て
い
る
。
ま
た
鯖

江
市
、
越
前
市
及
び
越
前
町
で
は
、RE

NE
W/2

01
9

と

称
す
る
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
た
工

房
見
学
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。 

今
期
の
県
境
道
路
分
科
会
で
は
、
こ
の
関
係
人
口

に
着
目
し
、
地
域
ま
ち
お
こ
し
的
な
活
動
に
関
す
る

文
献
資
料
収
集
を
実
施
し
た
。
現
地
調
査
で
は
、
滋

賀
県
と
の
県
境
地
域
で
あ
る
小
浜
市
「
上
根
来
集

落
」
及
び
小
浜
か
ら
京
都
へ
の

短
ル
ー
ト
で
あ
っ

た
「
鯖
街
道
針
畑
越
え
」
を
対
象
と
し
た
。 

元
住
民
で
構
成
さ
れ
る
「
上
根
来
百
里
会
」
の
岸

本
会
長
及
び
川
端
事
務
局
長
の
お
世
話
で
、
上
根
来

集
落
の
歴
史
等
に
つ
い
て
話
を
伺
い
、
「
鯖
街
道
針

畑
越
え
」
を
「
お
に
ゅ
う
峠
」
ま
で
歩
く
こ
と
が
で

き
た
。
今
後
に
つ
い
て
は
「
関
係
人
口
創
出
事
業
」

モ
デ
ル
事
業
、R

EN
EW

と
も
に
資
料
収
集
に
と
ど
ま

り
、
現
状
の
把
握
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現

地
に
出
向
く
こ
と
も
含
め
て
活
動
内
容
を
検
討
し

て
い
る
。 

 
 

 

【
地
象
分
科
会
】 

     
 

発
表 

清
水 

健 
 

講
評 

千
谷 

俊
之 

 

「
福
井
の
地
名
か
ら
学
ぶ
防
災
・
減
災
に
つ
い
て 

 
 

 

～
大
滝
町
（
旧
今
立
町
内
）
編
～ 

  

地
名
は
そ
の
地
域
が
過
去
に
ど
の
よ
う
な
地
形
で

あ
っ
た
の
か
、
ど
の
よ
う
な
災
害
が
起
こ
り
得
る
の

か
と
い
っ
た
、
災
害
リ
ス
ク
を
把
握
す
る
の
に
有
効

な
要
素
だ
と
言
え
る
。
本
活
動
で
は
現
地
調
査
や
文

献
調
査
等
を
通
し
て
、
そ
の
地
域
の
特
徴
を
捉
え
、

地
名
と
の
関
連
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
く
。
第
七
期

は
越
前
市
大
滝
町
を
調
査
し
、
地
元
の
製
紙
文
化
に

つ
い
て
も
触
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

 

大
滝
と
呼
ば
れ
る
地
名
に
つ
い
て
は
日
本
各
地
に

存
在
し
て
い
る
が
、
地
図
上
で
「
大
滝
」
を
見
て
み

る
と
、
山
中
、
特
に
川
上
に
位
置
す
る
こ
と
が
わ
か

る
。
地
名
か
ら
そ
の
地
域
に
滝
が
あ
る
印
象
を
受
け

る
が
、
実
際
日
本
各
地
の
地
図
を
見
る
と
、
滝
が
存

在
し
て
い
る
か
、
存
在
し
て
い
そ
う
な
谷
が
形
成
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
越
前
市
大
滝
町
で
は
、

滝
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
谷
と
町

内
を
流
れ
る
川
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
の
町
内
を
流
れ

る
川
の
表
流
水
や
伏
流
水
は
地
場
産
業
の
製
紙
業
に

利
用
さ
れ
て
き
た
た
め
、
地
下
水
へ
の
影
響
を
考
慮

し
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
河
床
に
孔
を
開
け
て
い
る
構

造
が
目
に
つ
い
た
。
ま
た
町
内
の
斜
面
に
は
大
規
模

な
地
滑
り
対
策
工
事
が
目
に
つ
き
、
本
地
区
の
多
雨

な
気
象
と
脆
弱
な
地
質
が
感
じ
ら
れ
た
。 

 

中
間
報
告
に
お
い
て
は
現
地
調
査
内
容
の
と
り
ま

と
め
を
行
っ
た
が
、
こ
の
現
地
調
査
時
に
は
、
活
断

層
図
も
参
考
に
調
査
を
行
っ
て
お
り

終
報
告
に
向

け
て
活
断
層
図
等
の
地
形
的
特
徴
も
踏
ま
え
て
ま
と

め
て
い
き
た
い
。 
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第 7 期中間活動報告会 

加藤理事長による挨拶 

県境道路分科会 

発表を行う橋本拓己氏（左） 

講評を行う橋本栄治氏（右） 



  

【
交
通
分
科
会
】 

発
表 

西
谷 

光
史 

     

講
評 

梅
田 

祐
一  

「
福
井
県
の
歩
行
空
間
に
関
す
る
取
組
み
の
変
遷
」 

  

近
年
、
人
口
減
少
社
会
に
対
応
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
一

環
と
し
て
、
市
町
村
が
歩
行
者
中
心
の
街
中
を
整
備
す
る

た
め
の
新
区
域
「
ま
ち
な
か
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
区
域
」
を
設
定

で
き
る
方
針
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
制
度
で
は
福
井
市
、
大

野
市
、
あ
わ
ら
市
が
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
推
進
都
市
と
な
っ
て

い
る
。 

第
七
期
交
通
分
科
会
で
は
、
福
井
県
の
歩
行
空
間
の
こ

れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
た
ど
り
、
整
備
や
関
連
制
度
の
変

遷
を
整
理
し
、
今
後
の
「
居
心
地
が
良
く
歩
き
た
く
な
る
ま

ち
」
に
む
け
た
課
題
を
展
望
す
る
こ
と
を
目
標
に
調
査
し

て
い
く
。
ま
た
国
主
導
の
整
備
や
管
理
運
営
の
取
組
、
国
内

の
社
会
情
勢
と
の
関
連
性
を
把
握
す
る
こ
と
で
、
国
と
地

方
（
福
井
県
）
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
な
い
か
も
追
っ
て
い
く
こ

と
と
す
る
。 

 

歩
行
空
間
の
変
遷
調
査
に
つ
い
て
は
、
三
浦
氏
が
整
理

し
た
「
歩
行
空
間
の
変
遷
史
」
に
お
け
る
年
表
を
参
考
と

し
、
Ｉ
Ｒ
Ｅ
発
行
の
「
福
井
み
ち
づ
く
り
の
歴
史
」
や
建
設

技
術
公
社
発
行
の
「
昭
和
・
平
成
福
井
県
歴
史
年
表
」
を
活

用
し
、
戦
後
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
、
福
井
県
の
取
組
及

び
近
県
の
動
き
等
を
一
通
り
ま
と
め
て
お
り
、

終
報
告

ま
で
に
全
国
的
な
取
組
等
も
ま
と
め
て
整
理
し
た
い
。 

 

【
道
路
交
通
安
全
分
科
会
】 

発
表 

横
木 

剛 
 

     

講
評 

藤
井 

浩
都  

「
自
動
運
転
・
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
社
会
に
お
け
る 

「
ラ
ス
ト
マ
イ
ル
」
を
考
え
る
」 

  

当
分
科
会
で
は
、
継
続
し
て
自
動
運
転
の
実
証
実
験
の
状
況

を
追
い
つ
つ
、
交
通
計
画
的
観
点
か
ら
地
域
や
利
用
者
の
特
性

に
も
着
眼
し
な
が
ら
自
動
運
転
や
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
社
会
の
あ
る
べ
き

姿
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
を
課
題
と
し
て
い
る
。
そ
こ
で
今

回
は
端
末
交
通
へ
の
自
動
運
転
の
導
入
と
し
て
期
待
さ
れ
る
ラ

ス
ト
マ
イ
ル
に
着
目
し
、
ラ
ス
ト
マ
イ
ル
と
は
ど
の
よ
う
な
交

通
を
意
味
す
る
の
か
、
短
距
離
移
動
支
援
・
サ
ー
ビ
ス
の
適
正
距

離
等
の
観
点
か
ら
、
改
め
て
考
え
て
み
る
こ
と
に
し
た
。 

 

ラ
ス
ト
マ
イ
ル
と
聞
く
、
駅
・
バ
ス
停
か
ら
目
的
地
や
自
宅
ま

で
の
交
通
を
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い
が
、
勿
論
、
自
宅
か
ら
駅
・
バ

ス
停
ま
で
の
交
通
も
含
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
な
ら
ば
、
フ

ァ
ー
ス
ト
マ
イ
ル
で
も
良
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
ラ
ス
ト
マ

イ
ル
と
い
う
物
言
い
は
随
分
と
事
業
者
寄
り
で
あ
り
「
生
活
者

を
起
点
と
し
て
フ
ァ
ー
ス
ト
マ
イ
ル
と
呼
ぶ
方
が
正
し
い
」
と

い
う
指
摘
も
あ
る
。
今
後
、
ラ
ス
ト
マ
イ
ル
あ
る
い
は
フ
ァ
ー
ス

ト
マ
イ
ル
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
移
動
支
援
・
サ
ー
ビ
ス
が
必
要

に
な
る
か
を
考
え
る
こ
と
が
重
要
と
言
え
る
。 

 

ま
た
移
動
支
援
の
実
証
実
験
に
つ
い
て
も
調
査
を
行
っ
た
。

移
動
サ
ー
ビ
ス
の
事
例
と
し
て
興
味
深
い
も
の
の
一
つ
に
「
電

動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
」
が
あ
る
。
こ
の
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
は1

人

用
の
立
ち
乗
り
モ
ビ
リ
テ
ィ
で
あ
り
、
短
距
離
、
ラ
ス
ト
マ
イ
ル

の
交
通
手
段
と
し
て
近
年
、
世
界
で
急
速
に
普
及
し
て
い
る
。
我

が
国
で
も

2019

年
か
ら
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
の
シ
ェ
ア
リ
ン

グ
サ
ー
ビ
ス
実
現
に
向
け
た
多
く
の
検
討
が
各
地
で
進
め
ら
れ

て
い
る
。
た
だ
、
安
全
性
、
利
用
コ
ス
ト
、
受
容
性
等
の
問
題
か

ら
、
実
証
実
験
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。 

 

今
後
は
、
自
動
運
転
・
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
の
動
向
も
踏
ま
え
、
引
き
続

き
ラ
ス
ト
マ
イ
ル/

フ
ァ
ー
ス
ト
マ
イ
ル
に
お
け
る
短
距
離
移
動

支
援
・
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
す
る
予
定
で
あ
る
。 

 

【
水
分
科
会
】 

発
表 

加
藤 

哲
男 

     

講
評 

浅
野 

周
平  

「
近
年
の
豪
雨
災
害
と
福
井
の
防
災
・
減
災
」 

  

近
年
、
想
定
を
上
回
る
降
雨
に
よ
る
大
規
模
な
水
害
が

頻
発
し
て
い
る
。
令
和
元
年
十
月
に
発
生
し
た
台
風19

号

で
は
、
記
録
的
な
豪
雨
に
よ
り
広
範
囲
で
大
規
模
な
災
害

が
発
生
し
た
。
第
七
期
水
分
科
会
で
は
、
ま
ず
近
年
の
豪
雨

災
害
の
中
で
も
特
に
被
害
の
大
き
か
っ
た
令
和
元
年
台
風

十
九
号
に
つ
い
て
公
表
資
料
の
収
集
を
中
心
に
調
査
を
行

っ
た
。
さ
ら
に
、
福
井
県
内
に
お
け
る
ハ
ー
ド
対
策
の
現

状
、
近
年
の
防
災
・
減
災
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
調
査
を
行

う
こ
と
と
し
た
。 

公
開
さ
れ
て
い
る
資
料
を
収
集
し
て
、
一
級
河
川
千
曲
川

（
長
野
県
）
に
お
け
る
台
風

19

号
の
被
害
等
を
調
査
し

た
。
千
曲
川
は
、
立
ヶ
花
基
準
点
に
お
い
て
計
画
降
雨
を
二

日
当
た
り
百
八
十
六
ミ
リ
（
想
定
確
率
年
百
分
の
一
確
率
、

百
年
に
一
度
の
確
率
で
生
じ
る
と
想
定
）
と
設
定
し
て
い

た
が
、
そ
れ
を
超
え
る
雨
が
二
十
四
時
間
で
降
っ
た
こ
と

が
資
料
か
ら
読
み
取
れ
た
。
国
土
交
通
省
は
こ
の
台
風
十

九
号
の
被
害
を
受
け
、
水
害
リ
ス
ク
を
評
価
す
る
手
法
を

示
し
た
手
引
き
の
作
成
な
ど
新
た
な
施
策
を
講
じ
て
い

る
。 で

は
福
井
県
の
河
川
に
お
け
る
整
備
は
ど
の
よ
う
な
状

況
な
の
か
、
県
河
川
課
へ
の
聞
き
取
り
等
の
調
査
を
行
っ

た
。
九
頭
竜
川
・
日
野
川
で
は
、
治
水
安
全
度
を
計
画
規
模

で
は
百
五
十
分
の
一
と
し
て
い
る
が
、
現
状
の
治
水
安
全

度
は
、
一
部
区
間
で
十
分
の
一
程
度
の
と
こ
ろ
も
あ
り
、
改

善
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
ソ
フ
ト
面
の
対
策
と
し
て
、

過
去
の
降
雨
記
録
基
づ
い
て
計
算
さ
れ
た
「
計
画
規
模
の

降
雨
」
に
代
え
て
千
年
に
一
回
程
度
起
き
る
と
想
定
さ
れ

て
い
る
「
想
定
し
得
る

大
規
模
の
降
雨
」
に
よ
る
浸
水
想

定
区
域
を
指
定
・
公
表
し
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
改
定
も
進

め
て
い
る
。 

交通分科会 

発表を行う西谷氏（左） 

講評を行う梅田氏（右） 



《
入
会
》 

賛
助
会
員 

 

坂
本 

紀
一
郎 

《
退
会
》 

正
会
員 

 
 

木
津 

蛍 

 

令
和
二
年
三
月
末
現

在 正
会
員 

六
十
七
名 

賛
助
会
員 

三
十
六

名 合 

計 
  

 

百
三
名 

 
 
  
 

【
会
費
の
納
入
に
つ
い
て
】
会
費
の
納
入
を
お
願
い
し
ま
す
。 

■
年
会
費 

正
会
員 

：
一
二
，
○
○
○
円 

賛
助
会
員
： 

三
，
○
○
○
円 

 

■
会
費
納
入
先 

《
振
込
み
の
場
合
》
ゆ
う
ち
ょ
銀
行 

振
替
口
座 

七
三
○‐

三‐

二
○
三
九
六 

福
井
地
域
環
境
研
究
会 

 

※
機
関
紙
巻
末
の
振
込
用
紙
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

《
直
接
支
払
う
場
合
》 

 

総
会
、
中
間
報
告
会
、
談
話
会
等
開
催
時
、
ま
た
は
、
左
記
、

財
務
幹
事
ま
で
直
接
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。  

【
財
務
幹
事
】 

〒
九
一
三‐

八
五
一
一 

福
井
県
坂
井
市
三
国
町
水
居
一
七‐

四
五 

福
井
県
三
国
土
木
事
務
所 

 

清
水 

健 

電
話 

 

〇
七
七
六―

八
二―

二
二
三
二 

メ
ー
ル 

t-sh
im

izu
-j3@

pref.fu
ku

i.lg.jp
 

水分科会 

発表を行う加藤氏（左）、講評を行う浅野氏

（右）

道路交通分科会 

発表を行う横木氏（左）、講評を行う藤井氏

☆
入
退
会
の
お

知
ら
せ
☆ 

（
敬
称
略
） 

総評を行う加藤氏 

地象分科会 

発表を行う清水氏（左）、講評を行う千谷氏

閉会の挨拶を行う宮本氏 

【
市
民
活
動
パ
ネ
ル
展
へ
の
出
展
】 

昨
年
行
わ
れ
た
「
み
ん
な
の
活
動

パ
ネ
ル
展
二
○
一
九
」
に
下
記
の

パ
ネ
ル
が
出
展
さ
れ
た
。
展
示
日

時
・
場
所
は
左
記
の
通
り 

 ・
令
和
元
年
十
月
十
日
か
ら
十
月
十

五
日 

・
十
月
二
十
三
日
か
ら
十
月
三
十
日 

 

総
合
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
交

流
広
場 

・
十
月
十
六
日
か
ら
十
月
二
十
二
日 

 

ハ
ピ
リ
ン
二
階 

し
あ
わ
せ
広
場 

【
第
七
回
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
Ｒ
Ｅ
Ｆ
談
話
会
】 

 

昨
年
九
月
二
十
三
日
か
ら
九
月
三
十
日
の
日
程
で

福
井
地
域
環
境
研
究
会
（
Ｒ
Ｅ
Ｆ
）
創
立
四
十
周
年
記

念
事
業
と
し
て
行
っ
た
イ
ギ
リ
ス
へ
の
海
外
研
修
の

報
告
会
が
二
月
四
日
に
行
わ
れ
た
。 

 

こ
の
海
外
研
修
で
は
、
中
部
国
際
空
港
か
ら
フ
ラ
ン

ク
フ
ル
ト
経
由
・
関
西
国
際
空
港
か
ら
ヘ
ル
シ
ン
キ
経

由
で
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
、
リ
バ
プ
ー
ル
、
ロ
ン
ド
ン

等
イ
ギ
リ
ス
各
地
の
都
市
を
視
察
し
て
き
た
。
近
年
の

都
市
開
発
や
社
会
資
本
整
備
の
取
組
み
、
世
界
遺
産
や

産
業
近
代
化
遺
産
等
の
歴
史
的
な
価
値
を
有
す
る
も

の
の
再
評
価
を
行
う
貴
重
な
機
会
と
な
っ
た
。
談
話
会

で
は
研
修
参
加
者
に
よ
っ
て
、
当
日
の
説
明
が
行
わ
れ

た
。 

 

な
お
、
当
日
配
布
さ
れ
た
調
査
報
告
書
の
フ
ァ
イ
ル

は
Ｒ
Ｅ
Ｆ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ッ
プ
さ
れ
て
お
り
、

本
年
の
七
月
に
発
行
予
定
で
あ
る
機
関
紙
に
も
、
掲
載

す
る
予
定
で
あ
る
。 

中間活動報告会の様子 

 

 


